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令和４年度の重点的な取組（案）

①「中讃地域 防災・減災・縮災ネットワーク・プロジェクト」
の推進
・【人材育成プロジェクト】の具体的な取組の推進
・【地域連携プロジェクト】の具体的な取組の推進

②多機関連携型タイムラインの推進
・今年度作成した「多機関連携型タイムライン（案）」を基に、「流
域タイムラインの作成・活用」を踏まえ、関係機関とのワーキン
グによる議論の場を設けて、さらに具体的な検討を進め、タイ
ムラインの活用を推進
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①「中讃地域防災・減災・縮災ネットワーク・プロジェクト」
の推進

・【人材育成プロジェクト】の具体的な取組の推進
・【地域連携プロジェクト】の具体的な取組の推進



令和４年度 プロジェクトの主な活動メニュー（案）

【人材育成プロジェクト】

１）地域防災リーダー認定制度の導入（香川県）
①地域防災リーダー認定制度の策定

②地域防災リーダー育成研修カリキュラム

２）リレー防災みらいサロンの定期開催
③「LINE WORKS」で行うこと
④リレー防災みらいサロン
⑤体験型の防災訓練（LINE WOKSを活用した双方向の情報伝達）

【地域連携プロジェクト】

１）マイ・タイムラインを用いた新たな体験型の防災訓練の実施
⑥体験型の防災訓練（防災サバイバル・キャンプ）

２）地域イベントへの参加・防災ブースの設置

⑦地域イベントの参加（防災ブースの出展）

３）モデル地区を対象とした地区防災計画の取組支援

・香川県防災士会や香川大学との連携
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②地域防災リーダー育成研修カリキュラム

○地域防災リーダーの⼈材育成を推進するため、既存の様々な取り組みなどの活⽤を
検討
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①地域防災リーダー認定制度の策定

○地区防災計画の取組を⽀援するため、地域防災リーダーを認定する制度設計を検討

出典：宮城県Webページ「宮城県防災指導員認定制度について」

【事例】宮城県防災指導員認定証 【事例】腕章（宮城県）

防災リーダー育成の事例
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②地域防災リーダー育成研修カリキュラム

○⼈材育成を推進するため、⾃主防災組織リーダー研修会（⾹川県）を活⽤



③「LINE WORKS」で行うこと

項 目 行 政 住民団体

情報発信
（掲示板、
アンケート）

・行政主催の行事をお知らせ
・行事の参加者を募集

・アンケート調査（イベント参加申込、意見調査、
会議日程調整など）

・イベント活動などの行事をお知らせ
・行事の参加者を募集

・アンケート調査（イベント参加申込、サービス
利用調査など）

グループトーク
（チャット）

・広報資料や活動報告をアップ
・注意喚起をアップ
・主幹メンバー内での連絡・調整

・活動報告をアップ
・グループ内での連絡・調整

・困りごとの相談（人探し、物探し、アイデア募
集など）

カレンダー ・年間行事の予定をアップ（イベントや会議の
日程調整に活用）

・年間行事の予定をアップ（様々なイベントへ
の参加）

１）平常時（事前防災、防災まちづくり） 知る・学ぶ・聞く・答える

２）災害時（減災、縮災） 知らせる・助ける
項 目 行 政 住民団体

情報発信
（掲示板、
アンケート）

・危険情報や避難情報の発表状況をお知らせ
（リンク先などを案内）

・避難場所や避難所の情報をお知らせ
・災害ボランティア募集の情報をお知らせ

・安否確認（アンケートを利用）
・ボランティア活動の協力者を募集

グループトーク
（チャット）

・アップされた地域の情報を集約して、避難対
策や交通規制に活用

・被災箇所の写真と位置情報をアップ
・避難所や避難場所の情報をアップ

・困りごとの相談（避難支援、物資支援、専門
家のアドバイスなど）

6※今後、取組の周知とともに、随時、協力メンバー参加の拡大を推進する。
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④リレー防災みらいサロン

開催回 場所 テーマ

内容（２時間）

コメンテーター前半
（講習＋現場オンライン中継）

後半
（情報提供

+カフェスタイル座談会）

第１回
丸⻲市

○○コミュニ
ティセンター

防災情報
（その１）

気象庁 ⾼松地⽅気象台
「⾃らの命は⾃らが守る」
（ビデオ）

 LINEWORKS勉強会
丸⻲市
防災⼠会

第２回
まんのう町
○○コミュニ
ティセンター

防災情報
（その２）

⾹川県 危機管理課
「⾹川県の防災情報システム」

2組織からの情報提供
（活動内容を紹介）

まんのう町
防災⼠会

第３回
丸⻲市

○○コミュニ
ティセンター

地震
⾹川⼤学 四国危機管理教育・研
究・地域連携推進機構

「南海トラフ巨⼤地震への備え」

2組織からの情報提供
（活動内容を紹介）

丸⻲市
防災⼠会

第４回
まんのう町
○○コミュニ
ティセンター

⾵⽔害

国⼟交通省 ⾹川河川国道事務所
「洪⽔から⾝を守るには 〜命を守
るための３つのポイント〜」
（ビデオ）

2組織からの情報提供
（活動内容を紹介）

まんのう町
防災⼠会

第５回
丸⻲市

○○コミュニ
ティセンター

避難
⾹川県 河川砂防課
「⾹川県における災害リスクと避難
⾏動の実⾏」

2組織からの情報提供
（活動内容を紹介）

丸⻲市
防災⼠会

プログラム（事務局案） 会場＋オンライン参加 ※継続的に実施

サロンの場を活用し、
様々な組織と知り合いになる

※参加者が楽しめる企画が必要
※何をしたか（テーマ性、連携を深める）
※ターゲットを明確化

⼈材育成・地域連携を図るため、住⺠組織が交流できる場（サロン）を定期的に開催
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⑤体験型の防災訓練（LINE WORKSを活用した双方向の情報伝達）

⾏政と住⺠がリアルタイム情報を共有し、適切かつ迅速な防災⾏動が実⾏できるよう
になるため、LINE WORKSのトーク機能を活⽤した防災訓練・避難訓練の開催



⑥体験型の防災訓練（防災サバイバル・キャンプ）
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出典：Webサイト「備える！
中日サバイバルキャンプ」

https://chunichi-survival.com/
index.html

○防災を“楽しく” 学ぶため、キャンプイベント等による体験型の防災訓練の開催

イメージ



10

⑦地域イベントへの参加（防災ブースの出展）

 防災フェア（⻄村ジョイ）
 ⾼松市のホームセンター（⻄村ジョイ）で防災
フェアを開催。会場には約20のブースが設置。

 減災対策、避難⽣活、避難所対策等に便利なグ
ッズが並び、防災⼠の資格を持つ従業員などが
説明。

 防災⼠の資格を持つアナウンサーによる「災害
時に役⽴つキャンプ術」をテーマにしたトーク
ショーを実施。

 防災フェア（満濃森林公園）
 ⾃衛隊と野菜ソムリエ達がコラボして作る、美
味しい防災⾷を試⾷したり、⼟のうづくりを体
験

 被災地での活動講話や、防災に関する器材、パ
ネル、ローリングストック(備蓄品)等の展⽰

○防災意識向上につながる機会の増加のため、地域イベントへの参加



令和４年度プロジェクトの活動スケジュール（案）

活動項目
令和３年度 令和４年度

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

減災対策協議会
（国・県）

●

水害に強いまち
づくり検討会（国）

● ○

LINE WORKS

地域防災
リーダー研修会

未
定

リレー防災
みらいサロン

未
定

体験型の
防災訓練

未
定

地域イベント
への参加

未
定

地区防災計画の
取組支援

未
定
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防災ブースを出展

香川県の既存研修制度を活用

定期的に開催

年１回

モデル地区を選定
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②多機関連携型タイムラインの推進
・今年度作成した「多機関連携型タイムライン（案）」を基
に、「流域タイムラインの作成・活用」を踏まえ、関係機
関とのワーキングによる議論の場を設けて、さらに具体
的な検討を進め、タイムラインの活用を推進



多機関連携型タイムラインの推進
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多機関連携型タイムラインの推進
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流域警戒レベル

河川事務所（国）、県、市町 警察・消防、交通機関 等 ライフライン機関、占用者、報道、住民 等

地方気象台
流域タイムライン作成例（案）



多機関連携型タイムラインの推進
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